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  食後 理由 
    説明      

     疑問     

 処方  側 自動的 食後        
      

 用法           日 回      
 見当    

 薬 専門家   薬剤師    添付文書通
  説明   良       

 添付文書 食後 何 理由 食後     
      

 食事 関  規定   薬剤 本当 無関
係       

2



例         調         

用法及 用量

通常 成人           酸塩 
   回       日 回毎食後           
経口投与    
    年齢 症状   適宜増減   

添付文書

食事 影響 検討  目的 同一健常人      
用           空腹時
及 食後   分 本剤       経口投与    
血中濃度 比較   食後  分 投与     
       塩基       及     低下
    食事 影響       代謝物
     食事 影響         

          

確  空腹時 服用     上昇 食後 服用     低下  認                 
仮 血中濃度  上昇   安全性  問題   考      事

食後服用規定 理由 関    承認申請時     食後 試験  行     為    
  事

      室 聞       

食事 併用薬 影響
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理由           

添付文書  
食後         
開発時 実験 食後 
行               
薬 効果  
影響   考     

  薬  
食後 指示   
食    服用 
     

      説明 変    
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  室 聞              

      錠

食後規定  

絶食時 服用 有意 血中濃度 高
       

副作用 予防     食後服用規
定

           

食事規定  

脂溶性       食後 方 
 吸収 良       

半減期 長     日     長期
 服用     多 薬剤     
考慮   薬効  食事 影響 少
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目的

生活スタイルと共に食事の回数、時間も多様化しているに
もかからわず、食後での処方が圧倒的に多い。

この事から薬剤師は個々の患者背景にあわせた服薬指導が
必要と考えられ、食事の影響を調査し根拠を明確にするこ
とで、より良い服薬指導が出来ることを期待しデータベー
スの構築を試みる。　
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添付文書上 食事規定 確認

           確認            確認

食事 影響 記載 食事 影響 記載

該当資料             則  記載        確認

食事規定
    

  

    

調査方法

    薬局 店舗 使用回数 成分別 上位   品目 対象   

                        外用 漢方 除  
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食事規定
あり

食事規定　
なし

食事の影響なし

食事により、薬物動態に
影響あり

薬物動態に影響あるが、
効果に影響がないと考え
られる

薬物動態に影響あり、薬効にも
影響を与える可能性あり

副作用予防

薬効薬理学的理由

データ、該当資料なし

該当資料なし

食事の影響なし

薬物動態に影響あるが、
薬効に影響なし
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考察

今回の調査結果から服用時点の規定のない薬剤のなかでも、食事摂取が
ＡＵＣ、Ｃｍａｘに影響する薬剤がいくつか存在することが明らかとなった。　
しかし薬効には影響がないという理由や、承認申請時の試験データを基に服用時
点の規定がされていないようである。

一方、服用時点の規定があっても、実際に食事の影響を受ける薬剤は全体の１割
程度である。このことから、大多数はコンプライアンスを考慮し食後服用の指導
で良いと思われるが、一部では食事摂取の有無により、薬効に差が出る可能性が
推測される薬剤も存在すると考えられる。

データベースの構築により、食事規定の根拠を迅速に把握できると推測され、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
このことにより処方チェックや患者個々の生活スタイルにあわせた服薬指導、　
処方医への情報提供も可能となろう。

薬学部も６年制となり、バイタルチェックなど新たな臨床分野で活躍する薬剤師
も増えつつあるが、「薬の専門家」はチーム医療の中でも薬剤師しか存在しない
ことも忘れずにいたいと思う。
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      表     

今後もデータベースを充実し、「たけの薬局ホームページ」に公開してゆく予定です



      表                     
          

   薬局               
          

サイトの利用についてはパケット通信料がかかります。    
ご利用の際はご自身の携帯電話、スマートフォンの           
契約内容を確認の上、ご利用いただくことをお願いします


